
令和２年度 南アルプス市立小笠原小学校 保護者向け校長通信【家庭数配付】 

 

 

 

 

 
 

 生きてはたらく知識③ …量の実感と既習の知識の活用  

「１ｍってどのくらいの長さ？ 手を広げてみて？」 

「１gの重さって何と同じくらい？」 

「１Lって給食で飲んでいる牛乳の何個分？」 

「１㎡って具体的にはどのくらいの広さ？」 
 

これらの質問に的確に答えられる子はどのくらいいるでしょう。算数で学んだ様々な量を実感できることは

「生きてはたらく知識」とするために大切なことです。子どもたちにとって，長さや重さは，大体の見当がつ

く量だと思います。LやmLも内容量などの単位として目にすることがある量だと思います。しかし，面積や

体積の数値の感覚は実際の広さや量とずれたり，わからなかったりする場合があります。そもそも，子どもた

ち（大人も？）の生活の中で，㎡や㎠などの面積の単位，㎥などの体積の単位が身近な単位ではありません。 

 

 

 

これは，日本の教育の課題（教科書の課題）だと思っていますが，面積や体積の学習において，面積・体積

の量の実感をもたせることが今一つなのです。大人でも，〇㎡と数値を言われてもピンときません。そのため

に「東京ドーム□個分の広さ」などと，実際のもので例えて広さを伝えるのだと思います。 

実際に，本校の６年生に次のような問題を出し，どのような実態か調べてみました。 
 

 

 

 

 

 

 

結果です。（回答数７４人） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（１）正答 ⑤ ６３人  正答率…８５％  

               誤答 ④ １人  ⑦ ２人  ⑧ ７人   ※全てに２つ選択１人 
 

（２）正答 ① ４７人  正答率…６３％  

               誤答 ② １人  ③１４人 ④ ２人  ⑦ ７人  ⑧ ２人  
 

（３）正答 ④ ２３人  正答率…３１％  

               誤答 ③ ２人  ⑥ ４８人  
 

（４）正答 ② ５９人  正答率…７９％  

                 誤答 ⑤ ５人  ⑦ ３人  ⑧ ７人 

リットルの記号は以前は「ℓ」と書きましたが，昭和５４年の国際度量衡総会で「L」とすることに決定されました。

日本では対応が遅く，平成１８年から中学・高校の教科書で，平成２３年から小学校の教科書で変更となりました。

私は長年の癖でつい「ℓ」と書いてしまいますが，今，子どもたちは「L」「dL」「mL」と書いています。 

ホームページ【学校長より】「校長のつぶやき その６」に掲載 

【問題】次のような量で表させるものを下の①～⑧までの中から１つずつ選んでください。 

（１）３５０mL    （２）１０cm    （３）２４００㎠    （４）３００g  
 

①はがきの横の長さ  ②リンゴ１個の重さ  ③算数の教科書の縦の長さ 

④教室の机の上の面の面積          ⑤缶ジュース１本のジュースの量 

⑥教室の面積     ⑦鉛筆１本の重さ   ⑧金魚の水槽に入る水の量 
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結果からの考察をしてみます。 

（１）３５０mL という数値は，缶飲料やペットボトル飲料の量などで，生活の中で目にすることのある量だと

思います。いちばん高い正答率になりました。⑧と答えた７人は，３５０という数字の大きさから水槽の

水の量と考えたのでしょう。④と⑦…，うーん，何かの勘違いでしょうか。 

（２）cmは生活の中でもよく使います。身長や靴のサイズ…。授業の中でも最も多く使う単位でし

ょう。（１）や（４）より正答率が低いのが意外でした。③と答えた１４人の子の長さの感覚

がちょっと心配です。誤答の理由を拡大解釈して考えてみると，②はリンゴの幅，⑦は鉛筆の

長さ，⑧は水の深さとの混同と考えられなくはないのですが…。④は…？ 

（４）g も生活の中で使う単位だと思います。⑤⑧の答えは，重さとの混同と思われます。前号の水に何かを入

れた重さの問題と一緒にやってもらいましたので，それが影響したのでしょうか。⑦では，１本３００g

の鉛筆になります。筋力アップの道具のようです。握力やリストが鍛えられそうです…。 
 

 もう少し（１）（２）（４）の問題の正答率が高くてもいいかなと思いましたが，今回も６年生の名誉のため，

６年担任の名誉のため，付け加えておきます。どの学校の６年生に答えてもらっても同様の結果になります。 

 

さて，課題は（３）２４００㎠ で表される量が何を表しているかという問題です。予想通りの結果となり

ました。以前，私が受け持ったクラスでも同様の結果でした。おそらく，日本全国の６年生に同じ問題を出し

ても同様の結果になると思います。子どもたち（たぶん大人も）が，面積の数値に対する感覚があまりもてていな

いのです。⑥教室の面積 を６年生の３分の２の子が選びました。２４００という数字から大きい面積だと感

じてしまったのです。 

しかし，この問題は，面積の量の感覚がもてていないとしても，知識を活用すれば考えられる問題なのです。

長方形の面積は ＜縦の長さ×横の長さのかけ算＞で求められることは「既習の知識（学習済みの知識）」です。

答えが２４００になるかけ算 ＜４０×６０＝２４００＞ を考えればいいと気づくことができれば，縦横の

長さが４０㎝×６０㎝のもの ≒ 学校で使っている机の上の面の面積に近い数値であることがわかります。

実はこうやって，「既習の知識」を使って考えることができたのならば，その「既習の知識」こそ「生きては

たらく知識」でもあるのです。正解した２３人のうち，こうやって考えた子が少なくないはずです。 

 

ちなみに，問題を 

 

と出せば，多くの子が２４００㎠という答えが出せ，高い回答率になると思います。

今回のように，逆に，２４００㎠という数値が表す面積のものを聞くと，正答率が

低くなってしまうのです。ちなみのちなみに正答率の高かった他の問題でも，  
 

     
 

と数値を小数にして意地の悪い出題をしたら，正答率はさらに低くなります。 

 

 これらの結果から考えますと，子どもたちにとって，算数の学習（「学校での学習」と言い換えられるかもしれません）

が，学校の中だけの学習・机の上での学習・数字の上での操作となってしまっていて，生活とは離れたものに

なってしまっている可能性が否めません。こういった子どもたちの実態を考え，知識（学習）は生活を便利に

するもの・生活に役立つものと思えるように指導しなければなりません。前号でも書きましたが，学習したこ

とで，それまでバラバラだった知識が一つの系統性をもった知識となることも大切です。 

特に，小学校の学習は今後の学習の基礎となります。子どもたちが学んだ知識を「生きてはたらく知識」と

するために，生活と結びついた学習とするべく，これからの授業を考えなければならないと思っています。 

縦４０cm，横６０cmの長方形の机の上の面の面積は何㎠ですか？ 

（１）０.３５L    （２）０.１m    （４）０.３kg 


